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               審   査   の   要   旨 
 
 わが国で広く普及が期待される水稲直播栽培技術は、土壌条件や播種時の天候を選ばない湛水直播である。
しかし、湛水土壌中に播種された種子は土壌還元により出芽遅延や苗立ち不良になることが多く、過酸化カル
シウムの種子コーティング技術の導入以後も依然として移植栽培より低収不安定で広く普及するに至ってい
ない。著者は、過酸化カルシウムコーティング種子および鉄コーティング種子を用いた湛水直播栽培における
播種後の水管理が出芽・苗立ち、生育および収量に及ぼす影響をコーティング量や播種深を組み合わせて詳細
に調査し、落水管理が苗立ち促進効果を持つことを明らかにするとともに、その後の生育や収量を向上・安定
化させることを明らかにしている。また、鉄コーティング種子では落水管理を基本としながら、土壌を湿潤に
保持して種子の吸水を促進させることが重要であることを示している。本研究は、落水管理による苗立ち促進
の生理機構の解明を通して基礎的な研究に寄与すると同時に、湛水直播水稲の出芽・苗立ちを高める水管理技
術として、応用面でも有用かつ貴重な成果であり、今後の湛水直播栽培の技術開発や普及に貢献するものと判
断する。 
 平成３１年１月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確
認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
